志賀直哉年譜考 (5) : 明治三十四年から三十六年まで by 生井 知子 & NAMAI Tomoko
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
明
治
三
十
四
年
か
ら
明
治
三
十
六
年
ま
で
ー生
井
知
子
明
治
三
十
四
年
(
一
九
〇
一
)
(数
え
十
九
歳
・
満
十
七
～
十
八
歳
)
1
・
8
学
習
院
で
新
年
始
業
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
1
・
25
青
田
綱
三
が
、
総
武
鉄
道
株
式
会
社
社
長
に
就
任
。
(第
三
版
『帝
国
鉄
道
要
鑑
』
)
2
・
1
学
習
院
で
紀
元
節
奉
祝
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
2
.
20
～
歌
舞
伎
座
で
一
週
間
、
チ
ャ
ー
レ
i
・
テ
ー
ラ
i
一
座
の
西
洋
演
劇
『
リ
ツ
フ
ー
ア
ン
イ
ン
タ
ル
』
(
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ル
)
三
幕
な
ど
上
演
。
(『
歌
舞
伎
年
表
』
八
巻
)
直
哉
も
見
た
。
(『新
し
い
歌
舞
伎
』
)
こ
の
年
の
春
か
?
(里
見
弾
・
十
四
に
な
る
春
休
)
鎌
倉
の
別
荘
で
、
病
後
を
養
う
有
島
生
馬
を
、
直
哉
は
黒
木
三
次
と
共
に
泊
ま
り
掛
け
で
見
舞
う
。
(里
見
弾
『君
と
私
』
二
)
3
・
?
有
島
生
馬
は
平
佐
村
へ
転
地
。
学
習
院
は
四
年
で
退
学
し
て
い
た
。
(里
見
弾
『
小
説
二
十
五
歳
ま
で
』)
3
・
2
輔
仁
会
臨
時
大
会
開
催
。
大
村
仁
太
郎
・
白
鳥
庫
吉
の
欧
行
を
送
別
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
3
・
9
隅
田
川
上
流
で
新
艇
三
隻
の
漕
初
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」)一
二
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
一
二
4
・
15
吾
妻
橋
上
流
で
、
輔
仁
会
の
第
七
回
端
艇
競
漕
会
が
開
催
さ
れ
る
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
4
・
18
高
等
学
科
及
び
中
等
学
科
四
年
級
以
上
の
学
生
百
十
三
名
が
箱
根
地
方
へ
三
泊
行
軍
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
5
・
5
親
王
命
名
式
に
つ
き
、
学
習
院
で
奉
祝
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
5
・
26
輔
仁
会
春
季
大
会
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」)
5
・
28
異
母
妹
・
志
賀
淑
子
が
生
ま
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)
6
・
8
学
習
院
で
剣
道
大
会
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
こ
の
年
か
ら
二
十
世
紀
大
挙
伝
道
が
実
行
に
移
さ
れ
る
。
(教
文
館
『
日
本
キ
リ
ス
ト
教
歴
史
大
事
典
』)
こ
の
頃
(夏
休
み
の
初
め
)
霊
南
坂
教
会
で
大
挙
伝
道
。
正
則
英
語
学
校
に
通
っ
て
い
た
四
つ
年
上
の
書
生
・
末
永
馨
に
連
れ
ら
れ
て
、
直
哉
は
霊
南
坂
教
会
に
通
う
。
牧
師
は
小
崎
弘
道
。
江
原
素
六
の
説
教
も
聞
い
た
。
他
の
教
会
に
も
説
教
を
聞
き
に
行
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
た
(明
治
三
十
四
年
十
月
来
日
、
M
34
・
10
・
7
「読
売
新
聞
」
)
モ
ッ
ト
博
士
の
「
青
年
の
誘
惑
」
と
い
う
オ
ナ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
露
骨
な
説
教
に
心
を
打
た
れ
た
り
し
た
。
救
世
軍
の
ブ
ー
ス
の
話
も
聞
い
た
。
(『わ
が
生
活
信
条
』
)
(『
演
説
の
印
象
』
)
(『内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』)
(『稲
村
雑
談
』
「
内
村
鑑
三
」)
(『或
る
男
、
其
姉
の
死
』
『自
転
車
』
関
連
草
稿
五
)
(草
稿
『第
三
篇
』
二
)
(『自
転
車
』
)
あ
る
晩
、
赤
坂
病
院
で
、
「
エ
ホ
バ
は
父
、
キ
リ
ス
ト
は
母
」
で
あ
り
、
柔
ら
か
い
愛
情
を
持
っ
た
母
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
厳
格
な
父
・
エ
ホ
バ
に
罪
を
わ
び
て
貰
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
宣
教
師
(種
田
?
)
の
説
教
を
聞
き
、
か
つ
て
自
分
が
自
転
車
屋
に
し
た
不
正
を
思
い
出
し
、
悔
い
改
め
を
す
る
。
翌
朝
、
理
由
を
言
わ
ず
に
志
賀
留
女
に
十
円
貰
い
、
萩
原
の
所
に
謝
り
に
行
く
。
萩
原
は
よ
う
や
く
五
円
だ
け
(十
円
)
受
け
取
る
。
(草
稿
『
第
三
篇
』
二
)
(『或
る
男
、
其
姉
の
死
』
『自
転
車
』
関
連
草
稿
五
.
六
)
(
『自
転
車
』)
こ
の
頃
、
直
哉
は
ユ
ニ
オ
ン
と
い
う
自
転
車
に
乗
っ
て
い
た
。
(草
稿
『
第
三
篇
』
二
)
*
赤
坂
病
院
は
、
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
書
記
官
だ
っ
た
が
、
中
年
か
ら
医
学
を
学
ん
だ
フ
レ
ン
ド
派
の
W
・
N
・
ホ
イ
ト
ニ
ー
が
開
設
し
た
。
(安
倍
能
成
『
我
が
生
ひ
立
ち
』)
*
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
、
母
と
し
て
神
へ
の
取
り
な
し
の
役
が
求
め
ら
れ
る
場
合
は
マ
リ
ア
が
登
場
す
る
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
マ
リ
ア
は
登
場
し
な
い
た
め
、
キ
リ
ス
ト
H
母
と
さ
れ
た
か
。
(鈴
木
範
久
『内
村
鑑
三
を
め
ぐ
る
作
家
た
ち
』
)
7
・
1
学
習
院
正
堂
で
卒
業
証
書
授
与
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
7
・
14
直
哉
は
、
黒
木
三
次
ら
と
箱
根
を
越
え
て
熱
海
に
行
き
、
記
念
撮
影
。
(『新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
志
賀
直
哉
』
掲
載
・
写
真
)
7
・
25
内
村
鑑
三
、
角
筈
女
学
校
に
て
第
二
回
角
筈
夏
期
講
談
会
を
開
く
。
八
月
三
日
ま
で
。
講
師
は
、
内
村
鑑
三
の
他
、
留
岡
幸
助
、
巌
本
善
治
、
大
島
正
健
、
田
村
直
臣
。
(『第
二
回
角
筈
夏
期
講
談
会
日
誌
大
要
』
M
34
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」)
第
二
回
講
談
会
第
一
日
の
午
前
の
説
教
を
聞
い
て
興
奮
し
た
末
永
馨
に
連
れ
ら
れ
、
直
哉
は
夜
の
会
か
ら
参
加
す
る
。
初
め
て
内
村
鑑
三
と
会
い
、
弟
子
と
な
っ
た
。
内
村
の
祈
り
は
、
そ
れ
ま
で
教
会
で
聞
い
た
も
の
と
は
全
然
違
っ
て
い
て
、
力
と
不
思
議
な
真
実
さ
が
こ
も
っ
て
い
た
。
講
談
会
に
は
、
直
哉
は
午
前
と
夜
だ
け
参
加
す
る
。
(草
稿
『第
三
篇
』
二
)
(「手
帳
8
」
補
⑤
P
嬲
)
(『稲
村
雑
談
』
「
内
村
鑑
三
」
)
(『
内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』)
直
哉
は
、
生
涯
で
影
響
を
受
け
た
人
と
し
て
、
師
と
し
て
は
内
村
鑑
三
先
生
、
友
と
し
て
は
武
者
小
路
実
篤
、
身
内
で
は
祖
父
・
志
賀
直
道
を
挙
げ
て
い
る
。
正
し
き
も
の
に
憧
れ
、
不
正
虚
偽
を
憎
む
気
持
を
先
生
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た
事
、
社
会
主
義
に
か
ぶ
れ
な
か
っ
た
事
は
実
に
あ
り
が
た
い
事
に
感
じ
て
い
る
と
い
う
。
(『内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』)
『内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』
の
中
で
、
直
哉
は
、
自
分
と
同
じ
頃
、
内
村
鑑
三
の
所
へ
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
小
山
内
薫
・
倉
橋
惣
三
・
岩
波
茂
雄
・
西
沢
勇
志
智
・
大
賀
一
郎
・
田
中
龍
夫
・
浅
野
猶
三
郎
・
小
野
保
之
・
大
河
平
(隆
光
、
M
34
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」
)
・
グ
ン
デ
ル
ト
な
ど
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
天
野
貞
祐
や
落
合
太
郎
は
、
直
哉
が
通
っ
て
い
た
最
後
の
二
年
頃
に
来
た
。
岩
倉
道
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
一
三
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
=
四
倶
・
黒
木
三
次
は
直
哉
の
紹
介
で
内
村
の
所
へ
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
長
与
善
郎
・
高
木
八
尺
は
も
っ
と
後
。
飛
び
入
り
で
、
山
室
軍
平
や
有
島
武
郎
も
時
々
来
た
、
と
い
う
。
岩
波
茂
雄
は
、
直
哉
の
流
暢
で
な
い
祈
り
を
記
憶
し
て
い
る
。
(岩
波
茂
雄
『内
村
先
生
』
『追
想
集
内
村
鑑
三
先
生
』)
7
・
27
第
二
回
角
筈
夏
期
講
談
会
で
記
念
撮
影
。
(『第
二
回
角
筈
夏
期
講
談
会
日
誌
大
要
』
M
34
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」)
*
無
教
会
史
研
究
会
『
無
教
会
史
1
』
に
、
こ
の
時
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
倉
橋
惣
三
・
浅
野
猶
三
郎
・
小
山
内
薫
・
志
賀
直
哉
ら
も
写
っ
て
い
る
。
7
・
31
夏
期
講
談
会
で
、
直
哉
は
、
高
野
孟
矩
が
高
等
法
院
事
件
に
つ
い
て
語
る
の
を
聞
く
。
(『第
二
回
角
筈
夏
期
講
談
会
日
誌
大
要
』
M
34
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」
)
(『
内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』
)
7
・
?
有
島
生
馬
、
東
京
外
国
語
学
校
伊
太
利
語
科
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
る
。
(『初
期
白
樺
派
文
学
集
』
有
島
生
馬
年
譜
)
8
・
1
夏
期
講
談
会
の
参
加
者
一
同
、
田
村
直
臣
の
自
営
館
、
巌
本
善
治
の
明
治
女
学
校
を
訪
問
。
留
岡
幸
助
の
家
庭
学
校
に
も
回
っ
た
。
(『
第
二
回
角
筈
夏
期
講
談
会
日
誌
大
要
』
M
34
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」)
(『内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』
)
9
中
等
学
科
六
年
に
進
級
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
9
・
1
学
習
院
で
学
年
始
業
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
9
・
30
こ
の
時
点
で
、
六
年
級
乙
組
は
、
永
井
直
翠
、
真
田
幸
久
、
奥
平
昌
国
、
伊
東
太
郎
、
今
園
国
貞
、
山
内
豊
中
、
市
野
季
雄
、
本
多
実
芳
、
上
倉
俊
、
川
村
盾
夫
、
蛭
間
幸
成
、
斉
藤
義
雄
、
川
村
弘
、
井
上
正
義
、
三
條
公
輝
、
黒
木
三
次
、
鳥
居
忠
強
、
黒
岩
信
一
、
谷
守
人
、
志
賀
直
哉
、
海
江
田
鷹
次
郎
、
西
郷
従
志
、
細
川
源
四
郎
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』)
10
・
13
輔
仁
会
の
第
五
回
陸
上
運
動
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
10
・
18
学
習
院
で
開
院
紀
念
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
輔
仁
会
秋
季
大
会
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
一二
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
10
・
20
高
等
学
科
及
び
中
等
学
科
四
年
級
以
上
の
学
生
百
二
十
六
名
が
大
山
地
方
へ
三
泊
行
軍
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
1
・
1
東
京
基
督
教
青
年
会
館
で
開
か
れ
た
足
尾
鉱
毒
演
説
会
で
、
安
部
磯
雄
、
巌
本
善
治
、
木
下
尚
江
、
島
田
三
郎
、
内
村
鑑
三
が
、
講
演
。
(『内
村
鑑
三
全
集
』
年
譜
)
こ
の
頃
か
?
直
哉
は
、
美
土
代
町
の
青
年
会
館
で
、
内
村
鑑
三
、
安
部
磯
雄
、
片
山
潜
、
木
下
尚
江
ら
の
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件
糾
弾
の
演
説
会
を
聞
き
、
自
分
も
被
害
地
を
見
に
行
く
と
主
張
し
、
古
河
市
兵
衛
と
の
関
係
を
重
ん
じ
て
行
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
言
う
志
賀
直
温
と
争
う
。
志
賀
直
道
は
一
言
も
言
わ
な
か
っ
た
。
志
賀
留
女
が
問
に
入
り
、
直
哉
は
行
く
事
を
や
め
、
か
わ
り
に
被
害
民
に
着
物
等
を
送
る
事
で
決
着
。
(『
稲
村
雑
談
』
「渡
良
瀬
川
鉱
毒
事
件
」)
(『祖
父
』
二
十
)
(座
談
会
『
「白
樺
」
座
談
会
』)
直
哉
に
誘
わ
れ
た
有
島
生
馬
・
田
村
寛
貞
・
川
村
弘
は
鉱
毒
地
視
察
に
参
加
。
(有
島
生
馬
『
思
い
出
の
我
』
)
1
・
3
学
習
院
で
天
長
節
奉
祝
式
。
そ
の
後
、
学
生
一
同
、
青
山
練
兵
場
に
赴
き
、
観
兵
式
を
陪
覧
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
1
・
5
靖
国
神
社
臨
時
大
祭
で
、
学
習
院
学
生
一
同
参
拝
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
n
・
6
天
皇
の
奥
州
へ
の
行
幸
を
学
習
院
学
生
一
同
、
宮
城
正
門
外
で
奉
送
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
1
・
9
学
習
院
で
柔
道
大
会
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
1
・
12
学
習
院
学
生
一
同
、
天
皇
の
還
幸
を
宮
城
正
門
外
で
奉
迎
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
1
・
15
細
川
護
立
・
正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
が
文
集
「
暁
鳥
」
を
発
行
。
(紅
野
敏
郎
『木
下
利
玄
論
(上
)』
S
5
・
10
「文
学
」
掲
載
の
M
35
秋
発
行
の
回
覧
雑
誌
「暁
露
」
の
細
川
護
立
の
文
章
)
1
・
20
学
習
院
学
生
一
同
、
赤
坂
離
宮
御
苑
で
菊
花
を
拝
観
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
四
年
九
月
～
三
十
五
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
こ
の
年
か
?
(中
等
科
の
五
年
生
ぐ
ら
い
の
頃
、
内
村
の
所
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
)
直
哉
は
、
西
洋
の
宗
教
的
な
絵
に
興
味
を
持
ち
だ
し
、
教
文
館
に
来
て
い
た
コ
ス
モ
ス
ピ
ク
チ
ャ
ー
の
複
製
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
や
ム
リ
ロ
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
二
五
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
一
六
(ム
リ
リ
ョ
)
の
マ
ド
ン
ナ
な
ど
を
よ
く
買
っ
た
。
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
、
ミ
ケ
ル
ア
ン
ジ
ェ
ロ
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
な
ど
の
名
を
知
っ
た
。
(『美
術
雑
談
』
「美
術
が
好
き
に
な
つ
た
経
路
」
)
(『
書
き
初
め
た
頃
』)
(『新
年
随
想
』
「
絵
と
陶
器
」
)
教
文
館
で
買
っ
た
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
の
画
集
の
後
に
ブ
レ
イ
ク
の
木
版
が
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
つ
い
て
い
た
が
、
ひ
ど
く
グ
ロ
テ
ス
ク
に
見
え
、
嫌
悪
を
感
じ
る
。
後
年
は
非
常
に
好
き
に
な
る
。
(『書
き
初
め
た
頃
』)
こ
の
年
か
ら
か
?
(キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
た
頃
)
直
哉
は
、
特
別
な
場
合
の
他
は
、
墓
の
前
で
お
辞
儀
を
し
な
い
習
慣
に
な
る
。
(『
和
解
』
一
)
こ
の
年
か
ら
か
?
(二
十
歳
ご
ろ
か
ら
)
直
哉
は
、
神
社
仏
閣
の
前
を
通
っ
て
も
お
辞
儀
を
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
(『新
年
随
想
』
「未
年
」
)
明
治
三
十
五
年
(
一
九
〇
二
)
(数
え
二
十
歳
・
満
十
八
～
十
九
歳
)
1
・
8
学
習
院
で
新
年
始
業
式
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
こ
の
頃
か
?
直
哉
は
、
中
等
学
科
一
年
の
子
供
(柳
沢
保
承
)
を
強
く
愛
し
、
そ
の
子
供
が
入
っ
て
い
た
、
学
校
の
幹
事
(四
谷
区
大
番
町
九
・
有
馬
純
臣
、
M
35
・
-
・
31
直
哉
宛
有
島
生
馬
書
簡
)
が
開
い
て
い
た
私
塾
に
入
り
、
同
室
に
な
る
。
間
も
な
く
二
人
は
普
通
の
友
達
以
上
の
関
係
に
な
り
、
直
哉
は
激
し
い
性
欲
の
圧
迫
を
感
じ
る
。
(
「
ノ
ー
ト
ー3
」
補
⑥
P
蹴
～
脳
)
1
・
30
「
日
曜
は
角
筈
に
行
く
か
ら
参
加
で
き
な
い
」
と
直
哉
が
言
っ
た
た
め
、
こ
の
日
ま
で
睦
友
会
を
延
ば
し
た
が
、
川
村
弘
が
四
谷
大
番
町
の
家
塾
ま
で
誘
い
に
行
く
と
、
直
哉
は
「塾
の
小
さ
い
連
中
と
上
野
の
動
物
園
に
行
く
こ
と
に
し
て
い
る
か
ら
」
と
断
る
。
(『蝕
ま
れ
た
友
情
』
一
)
(M
35
・
1
・
31
直
哉
宛
有
島
生
馬
書
簡
)
1
・
31
直
哉
の
気
持
ち
を
問
い
た
だ
す
手
紙
を
有
島
生
馬
が
出
す
。
(『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
(『蝕
ま
れ
た
友
情
』
一
)
2
・
1
直
哉
は
、
有
島
生
馬
に
「
塾
の
子
供
達
と
遊
ぶ
方
が
面
白
い
か
ら
断
っ
た
」
と
返
事
を
出
す
。
(『蝕
ま
れ
た
友
情
』
一
)
2
・
2
直
哉
の
返
事
を
正
直
だ
と
評
価
し
つ
つ
、
今
後
注
意
す
る
よ
う
に
と
の
葉
書
を
有
島
生
馬
が
出
す
。
(『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
(『蝕
ま
れ
た
友
情
』
一
)
2
・
7
志
賀
直
温
、
総
武
鉄
道
会
社
支
配
人
兼
会
計
課
長
と
な
る
。
(志
賀
家
系
図
)
*
第
三
版
『
帝
国
鉄
道
要
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
二
月
十
二
日
。
2
・
1
学
習
院
で
紀
元
節
奉
祝
式
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
春
直
哉
ら
百
人
一
首
が
好
き
な
仲
間
が
武
者
小
路
公
共
の
所
に
百
人
一
首
を
し
に
行
く
。
武
者
小
路
実
篤
は
、
直
哉
を
運
動
家
と
し
て
、
お
し
ゃ
れ
と
し
て
知
っ
て
い
た
。
(武
者
小
路
実
篤
『或
る
男
』
六
十
五
)
3
・
2
輔
仁
会
春
季
大
会
を
開
催
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」)
こ
の
頃
か
?
里
見
弾
・
児
島
喜
久
雄
・
中
村
貫
之
・
菅
田
敏
光
・
大
村
謙
太
郎
ら
七
人
が
同
級
生
の
会
・
壬
寅
会
を
結
成
。
絵
画
の
展
覧
会
を
開
い
た
り
、
年
に
三
度
程
回
覧
雑
誌
を
出
し
た
り
し
た
。
一
年
ほ
ど
で
立
ち
消
え
に
な
る
。
(里
見
弾
『小
説
二
十
五
歳
ま
で
』)
(里
見
弾
『絢
友
会
の
生
れ
』)
春
頃
か
ら
直
哉
は
、
神
経
衰
弱
に
な
り
、
学
校
を
休
む
。
(『
山
荘
雑
話
』
「月
見
」
)
4
・
14
隅
田
川
上
流
で
、
輔
仁
会
の
第
八
回
端
艇
競
漕
会
を
開
催
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」)
4
・
17
高
等
学
科
及
び
中
等
学
科
四
年
級
以
上
の
学
生
百
十
五
人
が
伊
豆
地
方
へ
三
泊
行
軍
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
5
・
17
直
哉
は
、
学
習
院
柔
道
紅
白
勝
負
で
三
人
抜
き
を
す
る
。
(新
『志
賀
直
哉
全
集
』
年
譜
)
5
・
24
学
習
院
で
剣
道
大
会
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
6
・
19
?
直
哉
は
、
田
中
仁
之
助
や
、
三
、
四
歳
年
下
の
青
山
と
一
緒
に
、
歌
舞
伎
座
に
活
動
写
真
を
見
に
行
く
。
十
時
頃
(九
時
頃
)
は
ね
る
と
月
夜
だ
っ
た
の
で
、
直
哉
は
田
中
仁
之
助
と
土
ハ
に
、
鈴
ヶ
森
に
月
見
に
行
き
、
そ
の
ま
ま
東
海
道
を
歩
く
。
青
山
に
頼
ん
で
、
二
人
の
自
宅
に
は
電
話
を
掛
け
て
貰
っ
た
。
(『山
荘
雑
話
』
「
月
見
」
)
(「手
帳
10
」
補
⑤
P
躅
～
蜥
)
(『
祖
父
』
十
九
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
=
七
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
一
八
6
・
20
?
直
哉
と
田
中
仁
之
助
は
、
東
京
ま
で
帰
る
汽
車
賃
が
な
か
っ
た
の
で
、
程
ヶ
谷
か
ら
汽
車
に
乗
り
、
田
中
の
親
戚
の
鎌
倉
の
伊
地
知
家
に
行
く
。
箱
根
に
行
く
事
に
し
、
直
哉
は
、
祖
父
に
至
急
金
を
送
っ
て
欲
し
い
と
い
う
葉
書
を
出
す
。
伊
地
知
家
に
は
三
日
世
話
に
な
っ
た
。
(『山
荘
雑
話
』
「月
見
」)
(「手
帳
10
」
補
⑤
P
獅
～
蜥
)
伊
地
知
彦
次
郎
は
、
明
治
二
十
年
代
に
在
イ
タ
リ
ア
公
使
館
附
武
官
を
勤
め
た
海
軍
軍
人
で
、
当
時
軍
艦
松
島
艦
長
の
大
佐
。
(阿
川
弘
之
『志
賀
直
哉
』)
6
・
21
鎌
倉
の
伊
地
知
家
に
泊
っ
て
い
る
直
哉
に
、
志
賀
直
道
が
、
戻
る
よ
う
に
と
の
手
紙
を
早
朝
、
「
用
あ
る
直
ぐ
か
へ
れ
」
と
い
う
電
報
を
昼
頃
出
す
。
(『祖
父
』
二
十
五
)
(「手
帳
10
」
補
⑤
P
獅
～
蜥
)
《六
月
廿
二
日
未
明
》
の
志
賀
直
道
の
直
哉
に
対
す
る
叱
責
の
手
紙
が
、
こ
の
時
の
も
の
か
?
(「手
帳
10
」
補
⑤
P
鰤
～
脚
)
(『山
荘
雑
話
』
「月
見
」)
直
哉
に
は
、
こ
の
時
以
外
に
、
直
道
に
叱
ら
れ
た
と
い
う
記
憶
は
な
い
。
(『祖
父
』
十
九
)
こ
の
日
、
志
賀
直
道
は
、
島
地
黙
雷
の
説
教
を
聞
き
に
行
く
。
直
哉
も
有
島
生
馬
に
連
れ
て
行
か
れ
た
事
が
あ
る
が
、
話
は
別
に
面
白
く
な
か
っ
た
。
直
道
は
六
月
二
十
七
日
に
は
天
真
寺
に
雲
照
律
師
、
二
十
八
・
二
十
九
日
は
玉
窓
寺
に
西
有
穆
山
の
仏
書
講
義
を
聴
き
に
行
っ
て
い
る
。
七
月
六
日
に
も
島
地
黙
雷
の
話
を
聞
き
に
行
っ
た
。
そ
の
他
、
村
上
専
精
、
大
内
青
巒
な
ど
の
話
も
聞
き
に
行
っ
た
。
結
局
、
芝
の
青
松
寺
の
北
野
元
峰
が
好
き
に
な
っ
た
の
か
、
相
馬
家
へ
時
々
呼
ん
で
、
皆
で
禅
の
話
を
聞
く
会
を
作
っ
た
。
(『祖
父
』
二
十
五
)
6
・
30
こ
の
時
点
で
、
総
武
鉄
道
株
式
会
社
の
持
ち
株
は
、
相
馬
順
胤
が
五
〇
〇
〇
株
、
志
賀
直
温
が
二
二
一
〇
株
、
石
川
栄
昌
が
一
四
六
七
株
、
青
田
綱
三
が
一
二
八
〇
株
。
明
治
三
十
五
年
上
半
期
の
総
武
鉄
道
株
は
、
払
込
額
五
十
円
、
時
価
五
十
四
円
八
十
銭
、
配
当
率
は
九
分
。
(第
二
版
『
帝
国
鉄
道
要
鑑
』)
7
・
?
志
賀
直
温
、
日
本
醋
酸
会
社
監
査
役
と
な
る
。
(志
賀
家
系
図
)
7
・
1
学
習
院
正
堂
で
卒
業
証
書
授
与
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
中
等
学
科
六
年
を
卒
業
で
き
な
か
っ
た
為
、
直
哉
は
、
木
下
利
玄
・
正
親
町
公
和
・
武
者
小
路
実
篤
ら
と
同
学
年
に
な
る
。
(新
『志
賀
直
哉
全
集
』
年
譜
)
総
平
均
が
良
く
て
落
第
し
た
点
で
、
直
哉
は
レ
コ
ー
ド
破
り
だ
っ
た
。
(武
者
小
路
実
篤
『或
る
男
』
六
十
八
)
直
哉
は
、
生
涯
で
影
響
を
受
け
た
人
と
し
て
、
師
と
し
て
は
内
村
鑑
三
先
生
、
友
と
し
て
は
武
者
小
路
実
篤
、
身
内
で
は
祖
父
・
志
賀
直
道
を
挙
げ
て
い
る
。
(『内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』
)
7
・
20
土
浦
か
ら
、
有
島
生
馬
が
、
直
哉
に
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)
7
・
2
直
哉
は
、
片
瀬
の
田
中
平
一
に
手
紙
を
書
く
。
昨
日
、
丸
善
で
、
9
守
奠
9
0
ヨ
芝
Φ
=
を
買
お
う
と
し
た
が
高
か
っ
た
の
で
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
日
げ
Φ
ω
筥
葺
o
h
O
耳
帥の
け、ω
↓
Φ
穹
三
昌
ひq
を
買
っ
た
。
昨
夜
は
弓
彦
の
所
に
行
っ
た
。
明
日
、
岩
元
と
葉
山
に
行
く
と
記
す
。
(M
35
・
7
・
2
田
中
平
一
宛
書
簡
)
7
・
23
原
ノ
町
か
ら
、
有
島
生
馬
が
、
直
哉
に
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)
7
・
25
内
村
鑑
三
、
角
筈
女
学
校
改
め
精
華
女
学
校
に
て
第
三
回
角
筈
夏
期
講
談
会
を
開
く
。
八
月
三
日
ま
で
。
講
師
は
、
内
村
鑑
三
、
大
島
正
健
、
黒
岩
周
六
ら
。
(『
第
三
回
角
筈
夏
期
講
談
会
日
誌
』
M
35
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」
)
直
哉
は
、
末
永
馨
と
と
も
に
千
駄
ヶ
谷
(千
駄
ヶ
谷
村
八
百
五
士
二
番
地
、
M
35
・
7
・
26
田
中
平
一
宛
書
簡
)
に
小
さ
な
汚
い
家
を
一
軒
借
り
て
、
そ
こ
か
ら
角
筈
の
講
談
会
に
通
う
。
内
村
の
言
葉
に
真
に
同
感
す
る
な
ら
ば
伝
道
師
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
が
、
現
世
的
な
快
楽
へ
の
あ
こ
が
れ
が
強
く
あ
る
。
(「
ノ
ー
ト
ー3
」
補
⑥
P
蹴
～
蹴
)
7
・
26
直
哉
は
、
田
中
平
一
に
手
紙
を
書
き
、
逗
子
で
二
日
遊
ん
だ
こ
と
、
昨
日
引
っ
越
し
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。
(
M
35
・
7
・
26
田
中
平
一
宛
書
簡
)
7
・
27
第
三
回
角
筈
夏
期
講
談
会
で
写
真
撮
影
。
(『第
三
回
角
筈
夏
期
講
談
会
日
誌
』
M
35
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」)
*
こ
の
時
の
写
真
は
、
政
池
仁
『
内
村
鑑
三
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
志
賀
直
哉
・
有
島
武
郎
・
末
永
馨
・
小
山
内
薫
・
大
賀
一
郎
・
西
沢
勇
志
智
.
倉
橋
惣
三
.
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
二
九
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
〇
小
野
保
之
・
浅
野
猶
三
郎
・
渡
辺
三
造
・
鹿
子
木
員
信
ら
も
写
っ
て
い
る
。
7
・
28
夏
期
講
談
会
の
メ
ン
バ
ー
、
小
金
井
へ
遠
足
。
(『第
三
回
角
筈
夏
期
講
談
会
日
誌
』
M
35
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」
)
(『内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』)
*
未
定
稿
2
に
は
《本
年
八
月
親
し
き
友
と
(中
略
)
小
金
井
を
訪
ひ
》
、
友
は
ド
イ
ッ
の
哲
学
者
・
フ
ェ
フ
ィ
ネ
ル
(
フ
ェ
ヒ
ナ
ー
)
に
つ
い
て
語
っ
た
、
と
あ
る
。
7
・
31
第
三
回
角
筈
夏
期
講
談
会
の
夜
の
園
遊
会
後
、
直
哉
が
笛
を
吹
き
歓
声
が
あ
が
る
。
(『
第
三
回
角
筈
夏
期
講
談
会
日
誌
』
M
35
・
8
・
25
「聖
書
之
研
究
」)
第
三
回
夏
期
講
談
会
後
、
内
村
鑑
三
の
角
筈
の
自
宅
で
の
日
曜
午
前
の
聖
書
講
義
に
聴
講
を
許
さ
れ
た
者
は
、
浅
野
猶
三
郎
・
小
山
内
薫
・
倉
橋
惣
三
・
西
沢
勇
志
智
・
沢
野
道
太
郎
・
小
野
保
之
・
中
村
新
太
郎
・
小
出
満
二
・
石
橋
智
信
・
大
賀
一
郎
・
志
賀
直
哉
・
森
本
慶
三
・
青
山
士
・
田
中
龍
夫
・
小
菅
勇
・
鹿
子
木
員
信
・
吉
川
一
水
・
石
塚
保
吉
・
栢
森
誠
・
赤
石
由
助
・
葛
巻
行
孝
。
(無
教
会
史
研
究
会
『
無
教
会
史
1
』
)
こ
の
頃
、
内
村
鑑
三
の
朝
の
講
義
に
出
席
す
る
人
数
は
二
十
五
人
と
限
定
さ
れ
、
一
々
内
村
か
ら
出
席
を
調
べ
ら
れ
、
二
回
以
上
の
無
届
欠
席
は
除
名
に
な
っ
た
。
第
一
年
の
終
わ
り
に
は
課
題
を
出
さ
れ
て
答
案
を
取
ら
れ
た
。
(大
賀
一
郎
『角
筈
よ
り
柏
木
へ
』
『追
想
集
内
村
鑑
三
先
生
』)
角
筈
聖
書
研
究
会
は
、
毎
日
曜
日
午
前
十
時
か
ら
角
筈
の
内
村
鑑
三
の
書
斎
で
開
か
れ
た
。
家
屋
狭
隘
の
た
め
、
会
員
数
を
二
十
五
名
に
限
っ
た
。
明
治
三
十
五
年
に
学
ん
だ
の
は
、
旧
訳
聖
書
の
「
サ
ム
エ
ル
前
書
」
「伝
道
之
書
」
全
部
、
「
サ
ム
エ
ル
後
書
」
の
前
半
部
。
(
M
35
・
12
・
25
「聖
書
之
研
究
」
「雑
録
」
)
8
・
15
直
哉
は
、
『
人
身
発
達
の
理
想
的
想
象
』
を
執
筆
。
卑
し
い
欲
望
を
発
す
る
肉
体
を
捨
て
、
頭
部
の
み
に
な
る
事
が
理
想
と
す
る
。
(未
定
稿
1
)
こ
の
年
(信
徒
に
な
っ
て
一
年
目
)
直
哉
は
、
少
年
と
同
性
愛
体
験
を
持
ち
、
二
、
三
ケ
月
で
監
督
し
て
い
る
教
師
と
養
父
と
か
ら
交
際
を
禁
止
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
人
で
歌
舞
伎
座
の
芝
居
を
見
に
行
き
、
歌
舞
伎
に
夢
中
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
芝
居
に
は
四
度
し
か
行
っ
た
事
が
な
い
。
欲
情
に
苦
し
み
、
レ
ー
ノ
ル
ズ
の
『天
使
の
頭
』
と
い
う
写
真
銅
版
画
を
部
屋
に
掛
け
、
頭
だ
け
の
復
活
を
願
う
。
(草
稿
『第
三
篇
』
二
)
9
・
1
学
習
院
で
学
年
始
業
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
9
・
13
月
給
二
十
円
で
直
哉
の
英
語
の
家
庭
教
師
を
依
頼
し
て
お
い
た
平
田
元
吉
と
岩
元
禎
、
来
宅
。
岩
元
と
岩
倉
道
倶
が
相
談
し
、
一
年
間
、
平
田
に
英
語
を
習
う
代
り
に
、
高
等
科
で
ド
イ
ッ
語
を
勉
強
す
る
際
に
は
、
岩
元
が
無
償
で
教
え
る
と
い
う
条
件
。
月
謝
は
父
で
は
な
く
祖
父
が
出
し
て
く
れ
た
。
平
田
に
は
学
校
の
帰
途
一
時
間
教
わ
っ
た
。
直
哉
は
、
文
法
を
ま
る
で
知
ら
な
か
っ
た
た
め
、
斉
藤
秀
三
郎
の
プ
ラ
イ
マ
ー
か
ら
始
め
て
、
六
、
七
冊
勉
強
す
る
。
ラ
ム
の
『
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
物
語
』
も
教
え
て
貰
っ
た
。
ず
い
ぶ
ん
怠
け
て
い
た
が
、
文
法
が
い
く
ら
か
分
か
っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
、
自
分
で
も
英
語
の
本
を
少
し
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。
(『祖
父
』
二
十
一
)
(座
談
会
『志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
っ
て
』
)
9
・
30
こ
の
時
点
で
、
甲
武
鉄
道
株
式
会
社
の
持
ち
株
は
、
志
賀
直
道
が
八
六
六
株
、
青
田
綱
三
が
五
〇
〇
株
。
明
治
三
十
五
年
上
半
期
の
甲
武
鉄
道
株
は
、
払
込
額
四
十
五
円
、
配
当
率
は
一
割
三
分
。
(第
二
・
三
版
『帝
国
鉄
道
要
鑑
』
)
秋
?
細
川
護
立
・
正
親
町
公
和
・
木
下
利
玄
の
暁
会
が
回
覧
雑
誌
「暁
露
」
を
発
行
。
表
紙
・
口
絵
は
児
島
喜
久
雄
。
(紅
野
敏
郎
『木
下
利
玄
論
(上
)
』
S
5
・
10
「文
学
」)
10
・
12
輔
仁
会
の
第
六
回
陸
上
運
動
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
10
・
18
学
習
院
で
開
院
紀
念
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
輔
仁
会
秋
季
大
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
10
・
20
高
等
学
科
及
び
中
等
学
科
四
年
級
以
上
の
学
生
百
四
十
五
名
が
土
浦
地
方
へ
三
泊
行
軍
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
一
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
二
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
1
・
3
学
習
院
で
天
長
節
奉
祝
式
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
1
・
6
靖
国
神
社
大
祭
に
付
き
、
学
習
院
学
生
一
同
参
拝
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
1
・
7
熊
本
県
下
へ
の
行
幸
に
付
き
、
学
習
院
学
生
一
同
宮
城
正
門
外
で
奉
送
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
1
・
13
学
習
院
学
生
一
同
、
赤
坂
離
宮
御
苑
で
菊
花
を
拝
観
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
有
島
生
馬
が
、
箱
根
塔
ノ
沢
玉
湯
で
病
気
療
養
中
の
直
哉
に
手
紙
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)
1
・
13
～
歌
舞
伎
座
で
「
里
見
八
犬
伝
」
「
忠
臣
仮
名
書
講
釈
」
「
高
時
」
「
江
島
育
根
生
児
菊
」
を
上
演
。
「
里
見
八
犬
伝
」
は
団
十
郎
の
犬
山
道
節
、
芝
翫
の
娘
は
ま
路
、
「
忠
臣
仮
名
書
講
釈
」
は
芝
翫
の
女
房
お
り
ゑ
、
団
十
郎
の
矢
問
重
太
郎
、
菊
五
郎
の
矢
問
喜
内
、
コ
咼
時
」
は
団
十
郎
の
北
条
高
時
、
「江
島
育
根
生
児
菊
」
は
五
代
目
菊
五
郎
の
一
世
一
代
の
弁
天
小
僧
、
家
橘
の
南
郷
力
丸
。
(『続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
直
哉
は
、
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
「
弁
天
小
僧
」
を
見
て
面
白
く
思
う
。
林
三
郎
が
芝
居
好
き
で
芝
居
の
話
は
聞
い
て
い
た
が
、
初
め
は
一
人
で
行
っ
た
。
平
土
間
の
真
ん
中
で
見
た
。
五
代
目
菊
五
郎
の
最
後
の
舞
台
で
、
二
回
目
か
ら
は
林
三
郎
と
行
き
、
三
回
見
た
。
そ
の
時
の
一
番
目
が
「
八
犬
伝
」
で
団
十
郎
の
犬
山
道
節
、
中
幕
が
コ
咼
時
」
と
「
忠
臣
講
釈
」
の
七
つ
目
で
、
重
太
郎
を
団
十
郎
、
喜
内
を
菊
五
郎
が
や
っ
た
。
菊
五
郎
を
見
ら
れ
た
の
は
、
一
興
行
の
み
。
九
代
目
団
十
郎
は
三
興
行
程
見
た
時
死
去
。
団
十
郎
の
方
は
真
価
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
(『
稲
村
雑
談
』
「芝
居
熱
」
)
(『書
き
初
め
た
頃
』)
(『歌
舞
伎
放
談
』
「
団
十
郎
・
菊
五
郎
」
)
(座
談
会
『
回
顧
』
)
直
哉
は
、
「
忠
臣
講
釈
」
で
は
、
団
菊
よ
り
、
辻
君
を
し
て
病
気
の
舅
を
養
っ
て
い
る
芝
翫
の
お
り
ゑ
の
方
を
よ
く
思
っ
た
。
「
八
犬
伝
」
で
は
団
十
郎
の
声
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
の
に
客
席
ま
で
よ
く
通
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
「高
時
」
で
は
、
弟
子
達
が
烏
天
狗
で
、
高
時
を
い
じ
め
る
の
だ
が
、
師
匠
を
い
た
わ
っ
て
い
る
の
が
面
白
か
っ
た
。
菊
五
郎
の
弁
天
小
僧
は
非
常
に
面
白
か
っ
た
。
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
新
聞
に
出
た
家
橘
を
菊
五
郎
が
叱
り
つ
け
る
よ
う
な
台
詞
を
言
っ
た
。
(『夢
か
』)
芝
居
は
朝
十
時
か
ら
始
ま
る
か
ら
日
曜
日
で
な
け
れ
ば
見
に
行
け
ず
、
直
哉
は
三
河
台
の
自
宅
か
ら
宿
俥
で
角
筈
ま
で
行
き
、
俥
を
待
た
せ
て
お
い
て
、
内
村
鑑
三
の
話
が
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に
木
挽
町
ま
で
飛
ん
で
い
っ
た
。
芝
居
は
歌
舞
伎
座
か
明
治
座
、
東
京
座
、
正
月
は
左
団
次
が
横
浜
の
喜
楽
座
に
か
か
る
の
で
、
二
日
に
横
浜
ま
で
出
掛
け
た
。
最
初
の
頃
は
一
つ
芝
居
を
二
度
も
三
度
も
見
な
い
と
気
が
す
ま
な
か
っ
た
。
立
見
で
は
な
く
、
土
間
の
真
ん
中
で
見
た
。
(『稲
村
雑
談
』
「内
村
鑑
三
」
「
芝
居
熱
」)
こ
の
頃
死
ん
だ
母
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
か
ら
、
直
哉
は
、
中
村
芝
翫
の
演
ず
る
お
り
ゑ
に
恋
し
、
そ
う
い
う
女
の
愛
人
と
し
て
で
も
子
供
と
し
て
で
も
い
い
か
ら
只
そ
の
大
き
い
懐
に
小
さ
く
な
っ
て
抱
か
れ
た
い
と
思
う
。
直
哉
は
同
性
の
愛
に
対
し
て
は
自
身
が
受
動
の
立
場
に
な
る
事
を
非
常
に
不
快
に
感
じ
な
が
ら
、
異
性
に
対
し
て
は
そ
れ
を
望
む
気
が
強
か
っ
た
。
(『
濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
1
・
19
還
幸
を
学
習
院
学
生
一
同
宮
城
正
門
外
で
奉
迎
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
1
・
2
学
習
院
で
柔
道
大
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
12
・
10
直
哉
は
、
「
学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
第
五
十
九
号
「
玉
石
同
車
」
欄
に
「
某
」
の
署
名
で
『
所
感
』
を
発
表
。
興
風
会
を
批
判
す
る
。
↓
『
濁
つ
た
頭
』
(
一
)
の
モ
デ
ル
こ
の
頃
か
?
(里
見
弾
・
十
五
)
睦
友
会
と
壬
寅
会
と
で
戸
山
の
原
で
野
球
の
試
合
を
す
る
。
直
哉
と
有
島
生
馬
・
里
見
弾
は
田
村
寛
貞
の
家
で
晩
飯
の
御
馳
走
に
な
る
。
帰
り
に
里
見
弾
は
直
哉
に
負
っ
て
貰
う
。
(里
見
弾
『君
と
私
』
四
)
(里
見
弾
『
小
説
二
十
五
歳
ま
で
』)
12
・
31
こ
の
時
点
で
、
六
年
級
乙
組
は
、
永
井
直
翠
、
伊
東
太
郎
、
西
脇
済
三
郎
、
海
江
田
鷹
次
郎
、
西
郷
従
志
、
志
賀
直
哉
、
斉
藤
義
雄
、
前
田
利
為
、
木
下
利
玄
、
徳
川
慶
久
、
諸
岡
甲
松
、
北
尾
富
烈
、
正
親
町
公
和
、
大
河
内
正
倫
、
仁
礼
景
雄
、
岩
倉
具
広
、
立
花
恭
忠
、
鳥
居
忠
一
、
佐
野
智
勝
、
田
尻
鐵
太
郎
、
黒
田
長
敬
。
細
川
護
立
や
武
者
小
路
実
篤
は
六
年
級
甲
組
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
五
年
九
月
～
三
十
六
年
八
月
』)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
一二
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
四
こ
の
時
点
で
、
日
本
鉄
道
株
式
会
社
の
持
ち
株
は
、
相
馬
順
胤
が
一
八
八
五
株
。
明
治
三
十
五
年
下
半
期
の
日
本
鉄
道
株
は
、
払
込
額
五
十
円
、
時
価
七
十
七
円
二
十
銭
、
配
当
率
は
一
割
一
分
。
(第
二
版
『帝
国
鉄
道
要
鑑
』
)
こ
の
年
前
後
か
?
(中
学
の
お
し
ま
い
頃
)
直
哉
は
、
泉
鏡
花
に
熱
中
す
る
。
『
風
流
線
』
(
M
36
・
10
・
24
～
M
37
・
3
・
12
「国
民
新
聞
」)
あ
た
り
ま
で
は
、
鏡
花
の
も
の
を
一
つ
残
ら
ず
読
ん
だ
。
(座
談
会
『回
顧
』
)
(
『愛
読
書
回
顧
』)
こ
の
年
か
?
直
哉
は
、
青
山
高
樹
町
の
石
膏
像
を
作
る
家
へ
行
き
、
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
像
を
作
っ
て
貰
お
う
と
し
て
断
ら
れ
る
。
代
わ
り
に
人
間
大
の
顔
だ
け
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
石
膏
像
を
買
い
、
異
性
へ
の
あ
こ
が
れ
の
堪
え
ら
れ
な
い
気
分
に
悶
え
て
、
時
々
接
吻
す
る
。
(『
濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
こ
の
年
か
?
直
哉
は
、
前
の
家
の
、
二
歳
ほ
ど
上
の
美
し
い
女
の
人
を
漫
然
と
恋
す
る
。
ま
た
志
賀
浩
を
漠
然
と
恋
す
る
。
直
哉
が
、
夜
な
べ
を
し
て
い
る
浩
と
話
し
て
い
る
と
し
ば
し
ば
寝
て
い
た
妹
が
目
を
覚
ま
し
て
泣
き
出
し
、
志
賀
直
温
が
怒
っ
た
よ
う
な
声
で
浩
を
呼
ん
だ
。
直
温
が
わ
ざ
と
妹
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
邪
推
す
る
。
も
し
浩
に
恋
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
ら
、
身
を
引
こ
う
と
空
想
す
る
。
(『濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
こ
の
年
か
?
直
哉
は
、
手
淫
を
罰
す
る
た
め
に
、
マ
ッ
チ
を
擦
っ
て
腿
へ
の
せ
た
。
(里
見
弾
『君
と
私
』
二
十
六
)
(『濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
こ
の
年
か
?
直
哉
は
、
針
仕
事
が
た
ま
っ
た
時
に
よ
く
呼
ぶ
「
沢
屋
の
婆
ア
」
と
い
う
、
尾
上
松
助
に
似
た
、
み
に
く
い
が
穏
や
か
な
性
質
の
六
十
歳
以
上
の
女
が
、
離
れ
二
階
の
下
に
泊
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
性
欲
の
衝
動
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
(『
濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
こ
の
年
か
?
直
哉
は
、
岩
元
禎
の
家
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
岩
元
か
ら
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
彫
刻
や
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
絵
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
、
写
真
を
見
せ
て
貰
っ
た
り
し
た
。
岩
元
と
藤
島
武
二
は
従
兄
弟
だ
っ
た
の
で
、
藤
島
の
家
に
も
遊
び
に
行
っ
て
絵
を
見
せ
て
貰
っ
た
り
し
た
。
直
哉
は
神
経
衰
弱
で
学
校
を
休
ん
で
一
人
箱
根
に
行
っ
た
事
が
あ
る
が
、
ダ
・
ビ
ン
チ
の
画
集
と
バ
ー
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
画
集
を
藤
島
に
美
術
学
校
の
図
書
室
か
ら
借
り
出
し
て
貰
い
、
持
っ
て
行
っ
た
。
(『
美
術
雑
談
』
「美
術
が
好
き
に
な
つ
た
経
路
」
)
岩
倉
道
倶
の
姉
で
森
有
礼
の
未
亡
人
・
寛
子
の
所
に
、
岩
元
禎
が
出
入
り
し
て
い
た
事
か
ら
、
岩
倉
の
紹
介
で
、
直
哉
は
岩
元
と
知
り
合
っ
た
。
岩
元
は
、
直
哉
に
、
ホ
ー
マ
ー
(
ホ
メ
ロ
ス
)、
ユ
ー
リ
ピ
デ
ス
(
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
)、
エ
シ
ロ
ス
(
ア
イ
ス
キ
ュ
ロ
ス
)
、
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
、
ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ル
(ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
)
、
ダ
ン
テ
、
ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
i
、
ス
コ
ッ
ト
の
『
ア
イ
ヴ
ァ
ン
ホ
i
』
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
な
ど
を
話
し
て
聞
か
せ
る
。
(『祖
父
』
二
十
一
)
岩
元
禎
に
は
、
よ
く
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
聞
い
た
。
(『
書
き
初
め
た
頃
』)
こ
の
年
か
?
(十
九
か
二
十
の
時
)
直
哉
は
、
岩
元
禎
と
芝
公
園
を
散
歩
し
た
帰
り
、
愛
宕
下
の
寺
尾
と
い
う
店
で
石
膏
の
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
誕
生
」
を
見
つ
け
、
買
お
う
と
す
る
が
、
い
た
づ
ら
が
し
て
あ
る
か
ら
買
わ
な
い
方
が
い
い
と
岩
元
に
止
め
ら
れ
る
。
こ
の
店
で
は
ゲ
ー
テ
と
シ
ラ
ー
の
胸
像
、
バ
ッ
ハ
と
ハ
イ
ド
ン
の
立
像
、
ア
ポ
ロ
ー
と
ダ
イ
ア
ナ
の
像
、
ト
ル
ワ
ル
ド
セ
ン
の
ヤ
ゾ
ン
な
ど
七
つ
の
陶
器
の
像
を
買
っ
て
持
っ
て
い
た
。
(『ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
割
目
』)
明
治
三
十
六
年
(
一
九
O
三
)
(数
え
二
十
一
歳
・
満
十
九
～
二
十
歳
)
1
・
1
直
哉
は
、
松
平
春
光
・
有
島
生
馬
・
田
村
寛
貞
と
写
真
撮
影
。
(学
研
『現
代
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
志
賀
直
哉
』
掲
載
・
写
真
)
1
・
1
～
東
京
座
で
「児
雷
也
豪
傑
物
語
」
コ
扇
的
西
海
硯
」
コ
谷
凱
歌
小
謡
曲
」
「明
治
侠
客
今
長
兵
衛
」
を
上
演
。
八
百
蔵
の
烏
山
勘
兵
衛
、
家
橘
の
今
長
兵
衛
、
猿
之
助
の
石
川
佐
十
郎
、
丑
之
助
の
玉
屋
女
中
お
は
る
。
(『続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
↓
『
襖
』
の
モ
デ
ル
ー
・
2
,
直
哉
は
、
横
浜
の
喜
楽
座
ま
で
左
団
次
を
見
に
行
く
。
(『歌
舞
伎
放
談
』
「初
代
左
団
次
」)
(『稲
村
雑
談
』
「芝
居
熱
」)
1
・
8
学
習
院
で
新
年
始
業
式
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
1
・
14
～
明
治
座
で
「神
霊
矢
口
渡
」
コ
ニ
千
両
宝
和
歌
山
」
「柱
立
曽
我
礎
」
コ
ニ
巴
獅
子
戯
」
を
上
演
。
初
世
左
団
次
の
頓
兵
衛
、
米
蔵
の
お
船
。
(『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
直
哉
は
、
左
団
次
は
「
矢
口
」
の
頓
兵
衛
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。
(『歌
舞
伎
放
談
』
「初
代
左
団
次
」
)
(『新
し
い
歌
舞
伎
』
)
(
M
37
・
-
・
2
日
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
五
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
六
記
)
1
・
29
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)
2
・
4
志
賀
直
道
が
相
馬
家
事
務
顧
問
と
な
る
。
(志
賀
家
系
図
)
2
・
8
～
宮
戸
座
で
「関
東
名
物
男
達
鑑
」
「安
達
原
」
「連
獅
子
」
「鬼
薊
廓
色
縫
」
を
上
演
。
栄
三
郎
の
十
六
夜
。
(『続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
2
・
1
学
習
院
で
紀
元
節
奉
祝
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
2
・
18
彰
仁
親
王
薨
去
に
付
き
、
学
習
院
で
は
三
日
間
授
業
を
休
止
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
が
死
去
。
(『続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
五
代
目
菊
五
郎
が
死
ん
だ
時
、
宮
戸
座
に
出
て
い
た
栄
三
郎
(後
の
梅
幸
)
は
休
ま
な
か
っ
た
。
直
哉
は
ち
ょ
う
ど
見
て
い
た
。
(対
談
『す
ま
う
今
昔
物
語
』
)
2
・
26
彰
仁
親
王
葬
送
に
際
し
、
学
習
院
初
等
学
科
四
年
級
以
上
の
学
生
一
同
、
音
羽
護
国
寺
の
仁
王
門
内
で
奉
送
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
2
・
28
末
永
馨
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
向
い
出
発
。
(
M
37
・
2
・
28
日
記
)
末
永
は
渡
米
に
際
し
て
、
直
哉
の
事
を
岩
元
禎
に
頼
ん
で
い
っ
た
。
(『内
村
鑑
三
先
生
の
憶
ひ
出
』
)
こ
の
時
点
で
、
総
武
鉄
道
株
式
会
社
は
社
長
・
青
田
綱
三
、
支
配
人
兼
会
計
課
課
長
・
志
賀
直
温
。
(第
二
版
『帝
国
鉄
道
要
鑑
』)
3
・
?
角
筈
の
日
曜
朝
の
集
会
後
、
内
村
鑑
三
の
家
の
前
で
写
真
撮
影
。
浅
野
猶
三
郎
・
大
賀
一
郎
・
倉
橋
惣
三
・
小
山
内
薫
・
志
賀
直
哉
ら
が
写
っ
て
い
る
。
(浅
野
猶
三
郎
『角
筈
時
代
の
お
も
ひ
で
』
『
追
想
集
内
村
鑑
三
先
生
』
)
3
・
8
輔
仁
会
春
季
大
会
開
催
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
直
哉
は
、
中
等
科
六
年
の
英
語
対
話
(日
冨
ζ
穹
き
Ω
夢
Φ
ζ
8
醸
)
に
、
一
條
道
良
・
大
河
内
正
倫
・
小
山
三
郎
と
と
も
に
出
演
。
(M
36
・
5
「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
60
号
「雑
報
」)
3
・
16
～
歌
舞
伎
座
で
「清
正
誠
忠
録
」
「吉
例
曽
我
礎
」
「
花
盛
劇
楓
葉
」
「鶏
合
男
子
舞
」
を
上
演
。
五
代
目
菊
五
郎
の
遺
児
・
丑
之
助
が
六
代
目
菊
五
郎
、
栄
三
郎
が
梅
幸
、
英
造
が
栄
三
郎
を
襲
名
。
団
十
郎
の
清
正
、
工
藤
祐
経
。
(『続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
直
哉
は
、
後
年
に
な
っ
て
、
清
正
が
夢
か
ら
覚
め
て
一
言
「
夢
か
」
と
独
語
の
よ
う
に
言
っ
て
幕
を
閉
め
る
所
が
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
う
。
(『
夢
か
』)
(『歌
舞
伎
放
談
』
「
団
十
郎
・
菊
五
郎
」
)
(座
談
会
『
回
顧
』
)
こ
の
頃
か
?
直
哉
は
、
鹿
野
山
で
ふ
と
景
色
を
非
常
に
美
し
く
感
じ
、
景
色
を
見
る
目
が
開
け
る
。
鹿
野
山
に
は
五
六
年
続
け
て
行
っ
て
い
た
。
そ
の
後
二
年
ほ
ど
し
て
、
一
人
旅
の
汽
船
の
上
で
、
月
が
能
登
半
島
の
上
に
沈
み
か
け
る
と
剣
山
の
後
か
ら
非
常
に
美
し
い
曙
光
が
昇
っ
て
く
る
の
を
見
る
。
(『
旅
』)
4
・
6
隅
田
川
上
流
で
、
輔
仁
会
の
第
九
回
端
艇
競
漕
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
輔
仁
会
記
事
摘
要
」)
4
・
8
学
習
院
の
大
学
科
・
高
等
学
科
・
中
等
学
科
四
年
級
以
上
の
学
生
の
う
ち
希
望
者
が
、
神
戸
沖
に
お
け
る
観
艦
式
の
拝
観
と
大
阪
・
奈
良
・
京
都
へ
の
修
学
旅
行
。
十
六
日
帰
京
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
春
頃
直
哉
は
、
林
三
郎
、
松
平
春
光
と
横
浜
か
ら
神
戸
ま
で
船
で
赴
く
。
学
校
の
修
学
旅
行
だ
と
神
戸
の
観
鑑
式
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
芝
居
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
三
人
で
別
行
動
を
取
っ
た
。
川
田
順
(
こ
の
時
が
初
対
面
)、
山
本
と
連
れ
に
な
り
、
共
に
明
石
の
宿
屋
に
泊
っ
て
歌
舞
伎
の
五
人
男
風
に
宿
帳
を
つ
け
る
。
上
方
役
者
の
主
な
と
こ
ろ
を
一
通
り
見
よ
う
と
い
う
の
が
旅
の
目
的
で
、
神
戸
の
大
黒
座
で
、
片
岡
我
当
(後
の
仁
左
衛
門
)
の
「
三
日
月
治
郎
吉
」
、
大
阪
中
座
で
、
中
村
雁
治
郎
の
「
す
し
屋
」
を
見
る
。
京
都
の
新
京
極
の
歌
舞
伎
座
で
は
、
市
川
団
蔵
の
「
時
は
今
、
桔
梗
の
旗
挙
げ
」
を
見
、
「
馬
盥
の
場
」
の
光
秀
に
感
心
す
る
。
「
玄
冶
店
」
で
は
団
蔵
が
与
三
郎
を
や
っ
た
。
(『稲
村
雑
談
』
「芝
居
熱
」)
(『歌
舞
伎
放
談
』
「京
都
で
見
た
団
蔵
」
「先
々
代
仁
左
衛
門
」)
(S
24
・
8
・
21
直
哉
宛
川
田
順
書
簡
)
神
戸
の
大
黒
座
で
は
、
我
当
・
橘
三
郎
・
徳
三
郎
一
座
の
コ
扇
富
士
蓬
莢
曾
我
」
(敷
皮
)
を
見
た
。
(M
37
・
1
・
10
日
記
)
人
形
浄
瑠
璃
は
、
越
路
太
夫
の
「
近
頃
河
原
達
引
」
堀
川
の
段
、
人
形
遣
は
紋
十
郎
、
玉
造
を
見
る
。
(
M
37
・
-
・
9
日
記
)
赤
坂
病
院
で
悔
い
改
め
を
し
た
時
の
宣
教
師
(種
田
?
)
が
、
大
阪
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
正
門
前
で
説
教
す
る
の
を
見
る
。
(草
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
七
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
八
稿
『第
三
篇
』
二
)
(『或
る
男
、
其
姉
の
死
』
『自
転
車
』
関
連
草
稿
五
)
(『
自
転
車
』)
*
『歌
舞
伎
年
表
』
第
八
巻
に
よ
れ
ば
、
四
月
に
神
戸
の
大
黒
座
で
は
、
「敷
皮
」
「
三
日
月
次
郎
吉
」
を
上
演
。
我
当
の
重
忠
、
次
郎
吉
。
*
『
義
太
夫
年
表
』
明
治
篇
に
よ
れ
ば
、
三
月
二
日
か
ら
四
月
二
十
三
日
ま
で
文
楽
座
で
、
「
本
朝
廿
四
孝
」
大
序
よ
り
四
段
目
ま
で
、
「
近
頃
河
原
達
引
」
四
条
河
原
の
段
・
堀
川
の
段
を
上
演
。
堀
川
の
段
は
越
路
太
夫
、
人
形
遣
は
紋
十
郎
の
お
俊
、
玉
造
の
与
次
郎
。
*
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
大
阪
篇
第
四
巻
に
よ
れ
ば
、
三
月
一
日
か
ら
四
月
十
二
日
ま
で
中
劇
場
で
「
義
経
千
本
桜
」
釣
瓶
寿
司
の
場
(い
が
み
の
権
太
・
中
村
雁
治
郎
)
を
上
演
。
*
『
近
代
歌
舞
伎
年
表
』
京
都
篇
第
四
巻
に
よ
れ
ば
、
四
月
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
歌
舞
伎
座
で
「
時
三
升
桔
梗
籏
揚
」
(光
秀
.
市
川
団
蔵
)
「
世
話
情
浮
名
横
櫛
」
源
氏
店
の
場
(切
ら
れ
与
三
郎
・
市
川
団
蔵
、
蝙
蝠
安
・
実
川
延
二
郎
)
を
上
演
。
4
・
28
筑
波
か
ら
、
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
(『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
5
・
6
靖
国
神
社
大
祭
に
付
き
、
学
習
院
学
生
一
同
参
拝
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
5
・
9
～
歌
舞
伎
座
で
「
春
日
局
」
「
素
襖
落
」
「
女
侠
駒
形
お
せ
ん
」
を
上
演
。
団
十
郎
の
春
日
局
。
(『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
直
哉
は
団
十
郎
の
春
日
局
は
面
白
く
な
か
っ
た
。
(『夢
か
』)
(座
談
会
『
回
顧
』)
5
・
1
天
皇
・
皇
后
の
京
都
か
ら
の
還
幸
を
学
習
院
学
生
一
同
宮
城
正
門
外
で
奉
迎
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
5
・
30
輔
仁
会
英
語
講
演
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
6
・
3
異
母
妹
・
志
賀
隆
子
が
生
ま
れ
る
。
(志
賀
家
系
図
)
6
・
14
～
東
京
座
で
『
金
色
夜
叉
』
を
上
演
。
高
田
実
の
荒
尾
譲
介
、
山
田
九
州
男
の
お
宮
。
(『歌
舞
伎
年
表
』
八
巻
)
(大
笹
吉
雄
『
日
本
現
代
演
劇
史
』
明
治
・
大
正
篇
)
里
見
弾
『
君
と
私
』
(
四
)
に
よ
れ
ば
、
直
哉
は
、
有
島
生
馬
、
里
見
弾
、
黒
木
三
次
と
、
本
郷
座
に
『金
色
夜
叉
』
を
見
に
行
っ
た
と
あ
る
が
、
東
京
座
の
誤
り
か
。
『金
色
夜
叉
』
の
他
に
も
、
直
哉
と
里
見
惇
と
は
、
歌
舞
伎
座
の
大
喜
利
の
「
乗
合
船
」
で
林
中
の
出
語
り
、
菊
五
郎
の
才
蔵
を
し
た
の
な
ど
を
見
に
行
っ
た
。
(里
見
弾
『志
賀
君
と
の
交
友
記
』)
7
・
2
～
3
有
島
生
馬
・
里
見
弾
・
柳
谷
午
郎
(柳
黒
)
・
田
村
寛
貞
(勇
雪
)
・
黒
木
三
次
(天
外
)
・
志
賀
直
哉
(半
月
)
で
多
摩
川
ヘ
テ
ン
ト
旅
行
。
高
田
実
の
声
色
や
菊
五
郎
の
才
蔵
の
歩
き
振
り
を
真
似
た
り
す
る
。
(里
見
弾
『君
と
私
』
四
)
(川
村
弘
『天
幕
行
』
M
36
・
U
「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
61
号
)
7
・
H
学
習
院
正
堂
で
卒
業
証
書
授
与
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
直
哉
は
、
学
習
院
中
等
学
科
を
卒
業
。
成
績
は
国
文
と
武
課
の
み
甲
、
他
は
す
べ
て
乙
。
品
行
中
上
。
順
位
は
六
位
。
(新
『志
賀
直
哉
全
集
』
年
譜
)
7
・
23
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
に
お
け
る
グ
ル
ッ
ク
の
歌
劇
『
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
』
に
柴
田
環
(
の
ち
の
三
浦
環
)
が
百
合
姫
と
し
て
主
演
。
環
の
評
価
は
学
内
外
に
高
ま
っ
た
。
(田
辺
久
之
『考
証
三
浦
環
』)
直
哉
は
、
こ
の
『
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
』
は
聴
か
な
か
っ
た
が
、
帝
劇
で
、
環
が
清
水
金
太
郎
ら
と
『熊
野
』
(
M
45
・
2
)
を
、
サ
ル
コ
リ
と
『
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ナ
』
を
唄
っ
た
頃
(M
4
・
12
)
ま
で
は
好
き
で
、
割
り
に
聴
い
て
い
た
。
(『
一二
浦
環
の
死
』
)
8
?
直
哉
は
、
箱
根
芦
の
湯
に
志
賀
直
道
・
留
女
・
英
子
と
滞
在
中
、
横
浜
の
女
学
校
の
教
師
を
し
て
い
る
二
十
五
、
六
の
混
血
児
で
子
持
ち
の
女
性
と
宿
屋
で
一
緒
に
な
る
。
『
桜
痴
放
言
』
を
貸
し
て
く
れ
る
と
言
う
。
直
哉
は
、
歌
舞
伎
座
へ
桐
竹
紋
十
郎
が
来
た
事
を
新
聞
で
知
っ
て
、
東
京
に
戻
り
、
「
重
の
井
子
別
」
に
感
服
し
て
、
頼
ま
れ
た
坪
内
逍
遙
『近
松
之
研
究
』
を
携
え
、
四
日
目
に
芦
の
湯
に
戻
る
。
そ
の
女
性
の
男
の
子
が
脳
膜
炎
に
な
る
。
女
性
の
言
葉
を
留
女
は
取
り
次
こ
う
と
し
な
い
。
(草
稿
『
第
三
篇
』
九
)
志
賀
直
道
が
晩
年
一
番
よ
く
行
っ
た
の
は
、
箱
根
芦
の
湯
の
紀
伊
国
屋
。
志
賀
直
道
・
留
女
・
直
哉
・
英
子
と
女
中
で
、
大
概
三
週
間
く
ら
い
の
予
定
で
行
っ
た
。
(『
祖
父
』
二
十
一
)
(実
吉
英
子
『若
い
頃
の
兄
志
賀
直
哉
の
憶
い
出
』
「志
賀
直
哉
全
集
・
月
報
9
」
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
二
九
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
=
二
〇
*
八
月
十
日
か
ら
歌
舞
伎
座
で
文
楽
座
の
人
形
浄
瑠
璃
を
上
演
。
「
御
祝
儀
式
三
番
叟
」、
「
義
士
銘
々
伝
」
源
蔵
出
立
の
段
、
「絵
本
太
功
記
」
十
段
目
、
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
七
段
目
、
「菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
四
段
目
切
(寺
子
屋
)
、
「義
経
千
本
桜
」
道
行
か
ら
御
殿
ま
で
。
大
隅
太
夫
一
座
。
人
形
遣
は
桐
竹
紋
十
郎
ら
。
(『
歌
舞
伎
年
表
』
八
巻
)
こ
の
時
か
?
/
別
の
年
の
夏
か
?
芦
の
湖
で
宿
屋
の
流
し
水
の
出
る
所
に
蠑
源
が
集
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
直
哉
は
、
蠑
蠣
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
堪
ら
な
い
と
思
っ
た
。
(『
城
の
崎
に
て
』)
こ
の
年
か
?
/
前
年
か
?
8
中
旬
過
ぎ
直
哉
は
、
岩
元
禎
と
土
ハに
鹿
野
山
に
赴
き
、
有
島
生
馬
、
里
見
弾
、
田
村
寛
貞
と
合
流
。
カ
ン
ト
・
シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ワ
ー
・
へ
ー
ゲ
ル
な
ど
が
話
題
に
な
る
。
岩
元
が
、
岩
に
皆
の
頭
文
字
を
取
っ
た
ギ
リ
シ
ャ
語
の
星
を
意
味
す
る
言
葉
(〉
ω
目
国
電
)
を
彫
り
つ
け
る
。
そ
の
後
、
岩
元
と
直
哉
と
で
房
州
旅
行
。
里
見
弾
は
、
こ
の
時
鹿
野
山
で
、
木
村
鷹
太
郎
『
バ
イ
ロ
ン
文
界
之
大
魔
王
』
(
M
35
・
9
・
-
発
行
)
を
読
ん
だ
。
(里
見
弾
『君
と
私
』
三
)
(里
見
弾
『小
説
二
十
五
歳
ま
で
』
)
(『祖
父
』
二
十
一
)
(有
島
生
馬
『思
い
出
の
我
』
)
こ
の
年
の
夏
休
み
か
?
夏
休
み
の
終
わ
り
頃
、
直
哉
は
岩
元
禎
の
許
に
通
い
、
ド
イ
ツ
語
を
習
う
。
朝
九
時
か
ら
夜
九
時
ま
で
、
一
週
間
で
、
英
語
で
書
い
た
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
の
小
文
典
を
仕
上
げ
た
。
(座
談
会
『志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
っ
て
』)
直
哉
は
、
岩
元
禎
に
毎
日
ド
イ
ッ
語
を
仕
込
ま
れ
、
辛
さ
の
余
り
岩
元
の
許
に
通
う
途
中
涙
を
こ
ぼ
す
。
(有
島
生
馬
『
思
い
出
の
我
』)
9
高
等
学
科
へ
進
学
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
9
・
1
学
習
院
で
学
年
始
業
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
小
諸
か
ら
、
有
島
生
馬
が
、
直
哉
に
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)
9
・
13
九
代
目
市
川
団
十
郎
が
死
去
。
(『続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
9
・
14
内
村
鑑
三
が
角
筈
聖
書
研
究
会
を
一
時
解
散
と
す
る
。
(『内
村
鑑
三
全
集
』
年
譜
)
こ
の
頃
か
?
今
度
落
第
し
て
き
た
男
の
堕
落
ぶ
り
を
武
者
小
路
実
篤
ら
が
糾
弾
し
た
際
、
直
哉
は
、
し
ら
ば
っ
く
れ
る
男
に
武
者
小
路
実
篤
の
気
持
ち
を
説
明
す
る
。
(武
者
小
路
実
篤
『
或
る
男
』
七
十
六
)
9
・
23
輔
仁
会
の
委
員
改
選
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
高
等
学
科
一
年
級
代
表
委
員
に
、
志
賀
直
哉
・
有
馬
頼
寧
が
選
出
さ
れ
る
。
(M
36
・
H
「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
61
号
「雑
報
」
)
10
・
1
輔
仁
会
の
第
七
回
陸
上
運
動
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
*
M
36
・
1
「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
61
号
「
雑
報
」
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
十
一
日
開
催
だ
が
存
疑
。
10
・
15
学
習
院
正
堂
で
、
大
村
仁
太
郎
・
白
鳥
庫
吉
・
山
口
弘
一
の
帰
朝
歓
迎
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
輔
仁
会
記
事
摘
要
」)
10
・
18
学
習
院
に
て
開
院
紀
念
式
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
輔
仁
会
秋
季
大
会
を
開
催
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)
10
・
20
高
等
学
科
及
び
中
等
学
科
四
年
級
以
上
の
学
生
百
二
十
八
名
が
佐
原
地
方
へ
二
泊
行
軍
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)
10
・
21
直
哉
は
、
佐
原
か
ら
、
香
取
神
宮
の
絵
葉
書
を
木
下
利
玄
に
出
す
。
(M
36
・
10
・
21
木
下
利
玄
宛
書
簡
)
正
親
町
公
和
が
、
佐
原
か
ら
、
絵
葉
書
を
直
哉
に
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)
10
・
23
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)
10
・
30
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
10
・
31
直
哉
は
、
新
富
座
に
て
川
上
一
座
の
お
伽
芝
居
『
狐
の
裁
判
』
『浮
か
れ
胡
弓
』
を
見
る
。
隣
の
桝
に
居
た
ジ
ャ
ッ
ク
及
び
稲
・
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
に
会
う
。
(「手
帳
7
」
補
⑤
P
m
)
(草
稿
『
第
三
篇
』
四
)
(『
大
津
順
吉
』
第
一
ー
三
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
=
二
一
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
一
三
二
『
狐
の
裁
判
』
『
浮
か
れ
胡
弓
』
は
、
明
治
三
十
六
年
十
月
本
郷
座
で
上
演
さ
れ
た
我
が
国
初
の
お
伽
芝
居
。
殊
に
貞
奴
主
演
の
『浮
か
れ
胡
弓
』
が
好
評
だ
っ
た
。
(大
笹
吉
雄
『
日
本
現
代
演
劇
史
』
明
治
・
大
正
篇
)
1
・
2
尾
崎
紅
葉
の
葬
儀
。
紅
葉
は
、
青
山
墓
地
に
葬
ら
れ
る
。
(『
紅
葉
全
集
』
年
譜
)
直
哉
は
、
兼
ね
て
か
ら
愛
読
し
て
い
た
尾
崎
紅
葉
の
葬
列
を
学
習
院
の
塀
に
よ
じ
登
っ
て
見
送
っ
た
。
付
き
添
っ
て
い
る
人
々
を
、
鏡
花
、
風
葉
、
春
葉
ら
だ
ろ
う
と
思
う
。
(『
泉
鏡
花
の
憶
ひ
出
』)
1
・
3
学
習
院
に
て
天
長
節
奉
祝
式
を
挙
行
、
そ
の
後
、
学
生
一
同
、
青
山
練
兵
場
で
観
兵
式
を
拝
観
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」
)
1
・
6
靖
国
神
社
大
祭
に
付
き
、
学
習
院
学
生
一
同
参
拝
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
1
・
9
正
親
町
公
和
が
、
絵
葉
書
を
直
哉
に
出
す
。
(『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
』)
1
・
1
兵
庫
県
下
へ
の
行
幸
に
付
き
、
学
習
院
学
生
一
同
宮
城
正
門
外
で
奉
送
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
1
・
16
学
習
院
学
生
一
同
、
赤
坂
離
宮
御
苑
で
菊
花
を
拝
観
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
+
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
1
・
19
還
幸
を
学
習
院
学
生
一
同
、
宮
城
正
門
外
で
奉
迎
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
1
・
21
学
習
院
で
柔
道
大
会
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)
1
・
21
～
歌
舞
伎
座
で
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
「
壼
坂
霊
験
記
」
「
廓
文
章
」
を
上
演
。
梅
幸
の
夕
霧
、
羽
左
衛
門
の
伊
左
衛
門
。
(『続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
乾
巻
)
直
哉
は
、
細
川
護
立
に
誘
わ
れ
、
細
川
の
テ
ニ
ス
友
達
で
あ
る
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
や
木
下
利
玄
ら
と
歌
舞
伎
座
を
見
学
し
、
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
の
知
り
合
い
の
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
に
楽
屋
を
案
内
し
て
貰
う
。
(『
楽
屋
見
物
』)
1
・
24
邦
語
演
説
会
例
会
で
、
直
哉
は
、
「
熱
意
」
と
い
う
演
説
を
す
る
。
(
M
37
・
3
「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
62
号
「批
評
」)
1
・
26
「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
第
六
十
一
号
「
秋
季
行
軍
記
事
」
欄
に
、
木
下
利
玄
(雁
来
紅
)
・
細
川
護
立
(む
ら
さ
き
)
.
正
親
町
公
和
(沙
鵬
)
・
志
賀
直
哉
(○
、
△
)
が
連
名
で
、
「
銃
煙
」
を
発
表
。
12
・
2
有
島
生
馬
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)
12
・
5
学
習
院
で
剣
道
大
会
。
(『学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)
12
・
6
有
島
生
馬
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)
12
・
1
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
『
金
色
夜
叉
』
を
読
み
終
わ
っ
た
、
『
照
葉
狂
晉
』
を
読
も
う
か
、
直
哉
に
貰
っ
た
吉
右
衛
門
.
菊
五
郎
の
コ
戻
駕
」
の
写
真
を
見
た
、
な
ど
と
記
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)
12
・
20
正
親
町
公
和
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
(『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
12
・
21
正
親
町
公
和
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
(『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
12
・
24
直
哉
は
、
有
島
生
馬
に
誘
わ
れ
て
、
下
谷
の
寄
席
に
、
娘
義
太
夫
の
豊
竹
昇
之
助
を
聞
き
に
行
き
、
夢
中
に
な
る
。
す
ぐ
に
昇
之
助
熱
が
、
仲
間
内
に
広
ま
る
。
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
『
二
十
六
人
と
一
人
』
の
よ
う
に
皆
に
共
通
の
も
の
と
し
て
遠
く
か
ら
偶
像
化
し
て
い
た
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『
即
興
詩
人
』
か
ら
「吾
々
の
ア
ン
ヌ
ン
チ
ャ
タ
」
と
言
っ
た
り
、
昇
を
p
亀
箘
Φ
げ
Φ
昌
と
訳
し
て
、
ア
ウ
フ
と
呼
ん
で
い
た
。
(『濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
(『
蝕
ま
れ
た
友
情
』
一
)
(未
定
稿
絣
『
マ
リ
イ
・
マ
グ
ダ
レ
ー
ン
』
)
(
M
37
・
1
・
1
、
2
.
16
日
記
)
直
哉
は
、
義
太
夫
を
聞
い
て
、
仕
事
で
人
を
能
動
的
に
感
動
さ
せ
た
い
と
い
う
欲
望
を
感
じ
た
。
(対
談
『芸
術
よ
も
や
ま
話
』
)
こ
の
日
、
直
哉
は
、
昇
之
助
の
「
契
情
曾
我
廓
亀
鑑
」
(小
磯
ヶ
原
)、
吉
花
の
「
御
所
桜
堀
川
夜
討
」
三
段
目
を
聞
い
た
。
(M
37
.
-
.
1
日
記
)
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
力
士
・
大
江
山
の
絵
葉
書
を
出
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
12
・
25
直
哉
は
、
昇
之
助
の
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
十
段
目
(重
の
井
子
別
)
、
吉
花
の
「恋
娘
昔
八
丈
」
鈴
ヶ
森
の
段
、
巴
勝
の
「
関
取
二
代
勝
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
=
壬
二
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
=
二
四
負
附
」
(秋
津
島
内
)、
若
之
助
の
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
四
段
目
切
(寺
子
屋
)
、
綱
枝
の
「
蝶
花
形
名
歌
島
台
」
八
段
目
(小
坂
部
館
)、
綾
登
司
の
「傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
八
段
目
を
聞
く
。
(M
37
・
-
・
1
日
記
)
こ
の
日
は
、
田
中
平
一
を
誘
っ
て
行
っ
た
。
(『濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
12
・
26
直
哉
は
、
昇
之
助
の
「近
頃
河
原
達
引
」
堀
川
の
段
、
吉
花
の
「
絵
本
太
功
記
」
十
段
目
、
若
之
助
の
「碁
太
平
記
白
石
噺
」
七
段
目
(揚
屋
)
を
聞
く
。
(
M
37
・
1
・
1
日
記
)
こ
の
日
は
、
木
下
利
玄
を
誘
っ
て
行
っ
た
。
(『濁
つ
た
頭
』
関
連
草
稿
)
(M
37
・
3
・
3
直
哉
宛
木
下
利
玄
書
簡
)
12
.
27
直
哉
は
、
昇
之
助
の
「傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
八
段
目
、
吉
花
の
「
生
写
朝
顔
話
」
宿
屋
の
段
、
巴
勝
の
「
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
」
三
段
目
(松
右
衛
門
逆
櫓
)、
若
之
助
の
「恋
女
房
染
分
手
綱
」
十
段
目
(重
の
井
子
別
)
を
聞
く
。
(M
37
・
-
・
1
日
記
)
12
.
29
直
哉
は
、
昇
之
助
の
「御
所
桜
堀
川
夜
討
」
三
段
目
、
吉
花
の
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
,七
段
目
(揚
屋
)、
巴
勝
の
「
桜
鍔
恨
鮫
鞘
」
(鰻
谷
)
、
若
之
助
の
「
玉
藻
前
曦
袂
」
三
段
目
を
聞
く
。
(
M
37
・
-
・
1
日
記
)
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
絵
葉
書
を
出
す
。
吉
右
衛
門
の
写
真
を
七
枚
買
っ
た
と
記
す
。
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
12
・
30
直
哉
は
、
昇
之
助
の
「壺
坂
霊
験
記
」
、
吉
花
の
「
奥
州
安
達
原
」
三
段
目
を
聞
く
。
(M
37
・
-
・
1
日
記
)
12
・
31
こ
の
時
点
で
、
第
一
部
一
年
級
は
、
一
條
道
良
、
木
下
利
玄
、
細
川
護
立
、
徳
川
慶
久
、
仙
石
政
恒
、
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
、
斉
藤
義
雄
、
北
島
貴
孝
、
裏
松
友
光
、
正
親
町
公
和
、
林
忠
一
、
三
島
弥
吉
、
加
藤
泰
吉
、
二
條
厚
基
、
岩
倉
具
美
、
華
園
称
応
、
黒
田
長
敬
、
佐
野
智
勝
、
中
川
庄
九
郎
、
福
井
発
太
郎
、
森
川
恒
、
斉
藤
博
、
吉
光
長
一
、
石
原
晋
太
郎
、
藤
塚
本
吉
。
(『
学
習
院
一
覧
明
治
三
十
六
年
九
月
～
三
十
七
年
八
月
』)
一
部
は
法
文
科
、
二
部
は
理
工
農
科
、
三
部
は
医
科
。
(有
馬
頼
寧
『七
十
年
の
回
想
』
)
木
下
利
玄
が
、
直
哉
に
豊
竹
昇
之
助
の
絵
葉
書
を
出
す
。
(『
志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)
こ
の
年
か
?
(十
九
)
直
哉
は
、
文
学
を
や
る
事
に
し
、
一
部
八
円
の
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
訳
『
ホ
ー
マ
i
』
を
丸
善
か
ら
取
り
寄
せ
る
。
「学
校
の
本
も
ろ
く
に
読
め
も
し
な
い
癖
に
」
と
父
に
言
わ
れ
、
怒
っ
て
口
こ
た
え
を
し
、
「
今
度
は
五
十
円
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
.
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
誂
え
る
つ
も
り
で
す
」
と
言
う
。
(『暗
夜
行
路
』
草
稿
13
十
六
)
こ
の
頃
か
?
(高
等
科
の
頃
)
三
島
弥
吉
の
所
で
斎
藤
博
か
ら
八
八
を
教
わ
っ
た
の
が
、
直
哉
が
花
札
を
引
く
最
初
。
志
賀
直
温
は
碁
を
好
ん
だ
が
、
家
族
が
花
札
を
す
る
の
を
嫌
っ
た
た
め
、
志
賀
家
で
は
花
札
は
引
か
な
か
っ
た
。
(阿
川
弘
之
『志
賀
直
哉
』)
こ
の
頃
か
ら
か
?
(
二
十
歳
代
の
初
あ
頃
)
(二
十
五
、
六
)
直
哉
は
、
死
ぬ
の
が
非
常
に
恐
か
っ
た
。
夜
、
明
か
り
を
消
し
て
眠
れ
ず
に
い
る
と
、
無
限
の
暗
闇
で
死
の
方
へ
ど
ん
ど
ん
行
く
よ
う
な
気
が
し
て
恐
く
て
、
日
が
暮
れ
る
の
が
い
や
だ
っ
た
。
(阿
川
弘
之
と
の
対
談
『朝
の
訪
問
』
)
(座
談
会
『志
賀
直
哉
縦
横
談
』)
こ
の
年
か
ら
か
?
(学
習
院
の
高
等
科
に
な
っ
た
頃
か
ら
)
志
賀
直
温
は
、
将
来
の
話
の
出
る
度
、
直
哉
に
「
大
学
を
出
た
ら
必
ず
自
活
し
て
く
れ
」
と
言
う
。
直
哉
は
肝
試
し
で
臆
病
者
が
強
い
子
供
に
意
地
悪
を
さ
れ
る
時
の
よ
う
な
心
細
さ
を
感
じ
る
。
(
『大
津
順
吉
』
第
一
-
四
)
こ
の
頃
か
ら
か
?
(高
等
科
時
代
)
直
哉
は
、
東
京
の
郊
外
の
散
歩
を
日
曜
毎
に
し
た
。
堀
の
内
i
大
宮
八
幡
-
井
の
頭
と
い
う
順
に
、
よ
く
歩
い
た
。
(『
暗
夜
行
路
』
草
稿
13
廿
一
)
志
賀
直
哉
年
譜
考
(五
)
=
二
五
